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別紙４ 仕様書（放課後児童クラブ・中町児童館運営業務） 

 

江田島市放課後児童クラブ・中町児童館運営業務委託仕様書（素案） 
 

 

 江田島市が設置する放課後児童クラブ（以下「児童クラブ」という。）・中町児童館（以下「児

童館」という。）の運営業務を委託するための仕様について、次のとおり定める。 

 

Ⅰ 共通事項 

１ 運営に関する基本的事項 

(１) 事業の目的を十分理解し、運営を行うこと。 

(２) 利用者の人権を配慮し、人格を尊重して運営を行うこと。 

(３) 利用者に対する平等な利用を確保し、公平な運営を行うこと。 

(４) 発注者、学校及び地域との連携を図り、適切な運営を行うこと。 

(５) 個人情報を適正に取り扱うとともに、守秘義務を遵守すること。 

(６) 効率的な運営を行い、経費の節減を図ること。 

(７) よりよい職場環境づくりの構築に努め、職員の定着を図ること。 

(８) 受託事業の実施に必要な職員を雇用する際は、地元雇用に配慮すること。 

 

２ 施設関係 

  (１) 施設、設備、備品等の点検を日常的に行い、品質を確保すること。 

  (２) 火災、盗難その他事故の発生を防止すること。 

  (３) 日常的に施設内及び周辺の美化、清掃、除草、ゴミの廃棄及び害虫駆除を行うこと。 

  (４) 事業等の実施に当たり、施設、設備等に破損、汚損等を与えないようにし、実施後は、

現状復帰すること。 

  (５) 入退所時には、施錠及び機械警備を実施するとともに、鍵の管理を徹底すること。 

  (６) 環境に配慮し、省資源及び省エネルギーを心掛けるとともに、敷地周辺の環境保全に努

めること。 

 
３ 統括責任者の配置 

(１) 受注者は、統括責任者を各児童クラブに１人配置するものとし、統括責任者は、各児童

クラブに配置する主任放課後児童支援員又は放課後児童支援員を兼ねることができる。ま

た、中町児童クラブの統括責任者は、中町児童館の運営責任者を兼ねる。 

(２) 統括責任者は、児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第６条の３第２項に規定する

放課後児童健全育成事業、同法第７条に規定する児童福祉施設、学校教育法（昭和２２年

法律第２６号）第２条に規定する幼稚園及び小学校のいずれかの事業に３年以上の従事経

験のある者（令和９年３月３１日までに３年を経過することを予定している者を含む。）

及び放課後児童支援員認定資格研修を修了した者（同日までに当該研修を修了することを

予定している者を含む。）であること。 

(３) 統括責任者は、江田島市教育委員会教育部生涯学習課及び江田島市福祉保健部子育て支

援課との連絡調整を行うこと。 

(４) 統括責任者は、必要に応じて、地域、関係団体等の会議に出席し、利用児童だけでなく、

保護者及び地域の意見要望に耳を傾けるとともに、当該意見要望を江田島市の関係部署等

につなぐこと。 

 

４ 各種報告 

受注者は、次に掲げるものを電子データ及び紙媒体で発注者に提出し、報告すること。なお、

報告書の提出に当たっては、毎月定例会議を開催し、報告すること。 

(１) 月次報告 業務完了月の翌月１０日まで 

   ア 児童クラブ実績表 

   イ 訓練実施結果報告書 

   ウ 毎週土曜日利用出欠確認表 

   エ 児童館業務日誌 
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   オ 児童館利用者数 

   カ 児童館行事開催予定（報告月の翌月開催分）及び行事実施報告書 

(２) 年次計画書 各年度の事業開始の３０日前まで 

   ア 年度収支予算書 
   イ 年度事業計画書（事業計画の内容を変更した場合も、速やかに提出すること。） 

   ウ 職員配置図及び職員名簿（人事異動等により変更が生じた場合も、提出すること。） 

   エ 安全計画及び業務継続計画 

   オ 事故防止・事故対応マニュアル 

   カ 防災・災害発生時対応マニュアル 

   キ 防犯・不審者対応マニュアル 

   ク 感染症予防・対応マニュアル 

(３) 年次報告 各年度の事業終了後の翌月１０日まで  

ア 実績報告書 

イ 収支決算書 

(４) 随時報告 

   ア 事故報告書（電話連絡の上、直ちに） 

   イ 消火訓練及び不審者対応訓練報告書（訓練終了後、速やかに） 

   ウ その他発注者から依頼する調査等に協力した書類 

 

５ 事業の実施場所の変更等  

本業務の履行期間中に、施設整備等により別紙１に定める施設に変更が生じる場合は、発注

者は、あらかじめ変更となる業務について、受注者に報告するものとする。受注者は、効率的

な運営方法について提案し、契約の変更について発注者と協議すること。 

 

６ 防犯・防災対策  

   児童の安全を確保するため、次の防犯・防災対策を実施すること。 

(１) 受注者は、統括責任者、現場職員間、発注者等との連絡体制を整備し、緊急連絡先、連

絡方法等を事前に発注者へ届け出ること。 

(２) 地震、火災等の災害に備え、避難経路、最寄りの避難所及び避難場所を確認しておくと

ともに、月１回以上、避難訓練を実施し、訓練実施結果報告書を提出すること。また、年

に１回以上、消火訓練を実施すること。 

(３) 地震、火災等の災害が発生した場合は、利用者及び職員の安全を確保し、必要に応じて

利用者の避難誘導を行うこと。 

(４) 不審者の侵入を防ぐとともに、年１回以上、不審者対応訓練を実施し、異常があった場

合は、適切に対応できるようにしておくこと。 

(５) 警報発令時は、児童クラブについては別紙２、児童館については別紙５に記載のとおり

対応し、保護者へ速やかに連絡するとともに、児童の安全の確保に努めること。また、発

注者に事前に対応方針を報告すること。 

(６) 事件又は事故が発生した場合は、速やかに必要な措置を講ずるとともに、適切な対応を

とること。また、発注者に対しても第一報を電話連絡するなど、速やかに状況を報告する

こと。 

(７) 事件、事故、災害等での対応処理結果、発生要因、今後の対応方針については、事故報

告書にまとめ、後日、発注者へ提出すること。 

 

７ 施設及び備品等の管理  

(１) 施設整備、備品については、日常的に点検を実施し、安全対策や危険個所の事前把握、

防犯対策、安全対策を徹底すること。 

(２) 業務に必要な什器備品等は、配置されているものを使用し、継承すること。また、業務

に必要な備品の購入については、受注者又は発注者の負担に関わらず発注者と協議するこ

と。 

(３) 施設（床、壁、天井、設備、固定家具等）及び備品の修繕については、発注者と協議す

ること。（※金額については庁内事例を参考に今後協議する※） 

(４) 業務に伴う消耗品は、受注者の負担とすること。 

(５) 故意又は重過失による破損、汚損等による修繕は、原則として、原因者負担とする。原
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因者が不明の場合については、発注者と協議すること。 

 

８ 保険の付保  

(１) 受注者は、入所児童を必ず発注者が指示する保険に加入させること。（※保険金額につ

いては庁内事例を参考に今後協議する※） 

(２) 受注者は、保険契約が締結されたときは、その保険証券の写しを遅滞なく発注者に提出

すること。 

 

９ 利用者からの苦情等への対応  

(１) 受注者は要望や苦情を受け付ける窓口を設置し、保護者、近隣住民等からの要望や苦情

に対し、迅速かつ適切に対応し、その解決を図ること。また、その内容及び結果等を発注

者に報告すること。 

(２) 利用者同士のトラブルについては、状況を十分に調査し、発注者へ報告すること。重大

な事案については、速やかに発注者に報告し、その対応について協議すること。 

 

10 その他 

(１) 受注者は、運営上の事務処理、児童数の把握、施設の維持管理、日常の諸課題等につい

て発注者と適宜協議を行い、運営に当たること。 

(２) 児童クラブ及び児童館に勤務する職員は、必要に応じて、江田島市要保護児童対策地域

協議会（江田島市要保護児童対策地域協議会設置要綱（平成３１年３月３１日制定）第１

条第１項に規定する協議会をいう。）のほか、市等が主催する会議等に出席すること。 

(３) 受注者は、開所日及び開所時間外に別紙１に定める施設を使用するときは、発注者と協

議すること。 

(４) 受注者は、受託業務に係る、発注者の指示に対して、速やかに対応すること。 

(５) 受注者は、契約終了までに、次期受注者に対して発注者の指定する方法により業務の引

継ぎを行うこと。引継ぎに当たっては、利用児童及び保護者に不安感及び混乱を与えない

よう十分留意すること。 

(６) この仕様に定めがない事項については、発注者と受注者の協議により決定するものとす

る。 

(７) 受注者は、業務内容その他この契約により知り得た事項を第三者に漏らしてはならない。 

(８) 業務履行に当たり、適正な個人情報の取扱いを行うこと。 

(９) 発注者が本業務に係るデータ等の提供を求めた場合、受注者は、これに応じて協力する

こと。 
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業務別委託業務内容  

○児童クラブ 

 

１ 開所時間及び休業日  

(１) 開所時間  

ア 学校の授業日 授業終了から午後６時まで 

（中町児童クラブのみ午後６時３０分まで延長可能） 

イ 土曜日    午前８時から午後６時まで 

ウ 学校の休業日 午前８時から午後６時まで 

(２) 休業日 

ア 日曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

イ １月２日及び同月３日並びに１２月２９日から同月３１日まで 

ウ その他教育長が実施できないと認めた日 

(３) 特記事項 

ア 感染症等による学級閉鎖、学年閉鎖又は学校休校の場合は、閉鎖又は休校に該当する児童

は、症状の有無にかかわらず、利用することができない。 

イ 災害時の開所及び閉所について 

学校の授業日は、別紙２に記載されているとおり対応する。その他の場合は、受注者が随

時対応を行うものとする。  

 

２ 運営条件 

(１) 対象児童 

江田島市内の小学校に就学し、保護者が就労により昼間家庭にいない児童や、疾病・介護

等により昼間家庭での養育ができない児童。 

≪例≫ 

・就労（在宅ワーク、自営業、農業、漁業等を含む。） 

・求職活動（２か月入会可能） 

・妊娠、出産（産月＋前後２か月入会可能） 

・疾病、障害 

・介護、看護 

・就学 

・その他、発注者が必要と認める場合 

(２) 開所日数 

   各児童クラブとも、１年につき２５０日以上とすること。 

 

３ 委託業務の範囲  

  本契約における委託業務の範囲、業務分担、リスク分担及び費用区分は別紙３によるものとし、

その詳細については次のとおりとする。 

(１) 運営関係  

  ア 入退所等に係る事務（入所案内、申請書等の印刷、配布、受付、確認等）を行うこと。 

  イ 発注者が指定する様式により、児童台帳、支援日誌、児童クラブ実績表の管理、作成及び

報告を行うこと。 

  ウ 各小学校から受け取った下校時刻表により、受け入れ時刻の調整を行うこと。 

  エ 児童クラブだより（月１回程度）、保護者への通知等を作成、発行すること。 

  オ 事故、ケガ等の防止対策（安全計画・マニュアルの策定、訓練又は研修）を行うこと。 

  カ 事故、ケガ等の報告及び関連事務を行うこと。 

  キ 児童虐待について、早期発見に努め、虐待が疑われる場合は、発注者へ報告するとともに、

必要に応じて、関係機関と連携して対応すること。 

  ク その他、運営を行う上で必要な事務を行うこと。 

(２) 児童の育成支援関係 

  ア 児童来所前の準備及び児童が来所してから退所するまでの保護育成を行うこと。 

  イ 児童の出欠確認を始めとした安全確保及び保護者への連絡先の把握をすること。児童の欠

席については、保護者からの連絡により確認し、連絡なしで欠席した場合又は出席が遅れた
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場合は、速やかに児童の状況を把握して適切に対応すること。 

  ウ 児童の心身の状況を確認し、静養又は気分転換が必要なときは、適切に対応すること。な

お、病気又はケガの場合は、速やかに保護者と連絡をとり、必要に応じて迎えに来てもらう

こと。 

  エ 児童自身が見通しを持って主体的に生活できるよう援助すること。また、児童全体に共通

する生活時間の区切りを作り、これを柔軟に活用し児童が放課後の時間を自己管理できるよ

うに援助すること。 

  オ 児童の発達段階に応じた遊びを通して、児童の自主性、社会性及び創造性を培えるように

援助すること。 

  カ 児童の生活及び遊びへの指導を通して、情緒の安定を図り、自主性・社会性を培うととも

に、季節に応じた行事や文化的なイベント等を適宜実施し、感受性を育むこと。また、スポ

ーツ活動を取り入れ、児童の体力向上にも努めること。 

  キ 児童が宿題、自習等の学習活動を自主的に行える環境を整え、必要な援助を行うこと。 

  ク 児童に対し、日常生活に必要となる基本的な生活習慣についての援助及び自立に向けた手

助けを行うとともに、その力を身に付けさせること。 

  ケ 日頃の活動状況を保護者に伝えること。 

  コ 定期的にスタッフ会議及び打合せを実施し、円滑な運営を行えるよう努めること。 

 

４ 遵守事項 

児童クラブの運営に当たっては、本仕様書に定めるもののほか、子ども・子育て関係法令及び

次の関係基準等を遵守すること。なお、本業務期間中に法令の改正、関係通知等があった場合は

これに準ずることとし、その対応方針及び対応時期について、必要に応じて発注者と協議するこ

と。 

(１) 放課後児童クラブ運営指針（令和７年１月２２日付けこ成環第１６号こども家庭庁成育局

長通知別紙） 

(２) 江田島市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成２６年

江田島市条例第３４号） 

(３) 江田島市放課後児童クラブ設置及び管理条例（平成２４年江田島市条例第２２号） 

(４) 江田島市放課後児童クラブ管理運営規則（平成２４年江田島市教育委員会規則第３号） 

 

５ 職員について 

 (１) 受注者は、各児童クラブに放課後児童支援員（放課後児童支援員認定資格研修修了者をい

う。以下「支援員」という。）を２人以上配置すること。ただし、支援員１人を除き、補助

員（支援員が行う支援について支援員を補助する者であって、放課後児童支援員認定資格研

修未修了者をいう。）とすることができる。 

(２) 利用児童数が１０人以下の場合は、支援員（利用児童がいない場合は支援員又は補助員）

の１人配置も可能とする。 

(３) 利用児童数が２人以上で、かつ、利用者に学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第８１

条第２項の規定により置かれた特別支援学級に在籍する児童が含まれる場合は、（２）の１

人配置は適用しない。 

(４) 受注者は、支援員のうち１人を業務遂行上の責任者として、主任支援員を定めることがで

きる。 

(５) 受注者は、支援員等としての心構えだけでなく、専門性の向上を目指した研修を実施する

こと。また、発注者が指定する研修に参加する機会を確保すること。 

(６) 受注者は、特別な配慮が必要と認められる児童を受け入れる場合は、当該児童の心身の状

況に応じて、支援員等を増員するなど配置を工夫すること。ただし、支援員等を新たに増員

することに伴う経費は、受注者の負担とする。  
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○児童館 

 
１ 開館時間及び休館日 

児童館の開館時間及び休館日は、次のとおりとする。ただし、特別の事由があるときは、発注

者と協議の上、変更することができる。 

 (１) 開館時間 

月曜日から土曜日の午前８時３０分から午後５時まで 

(２) 休館日 

  ア 日曜日 

  イ 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

  ウ １月２日及び同月３日並びに１２月２９日から同月３１日まで 

  エ その他市長が開館できないと認めた日 

 

２ 利用者の範囲 

 (１) １８歳未満の者。ただし、小学校就学前の者については、付添人を付けなければならない。 

(２) 児童館の健全なる育成に関係のある団体 

(３) その他、発注者が特に認めた者  

 

３ 委託業務の範囲 

 本契約における委託業務の範囲、業務分担、リスク分担及び費用区分は別紙４によるものとし、

その詳細については、次のとおりとする。 

 (１) 運営関係 

ア 公の施設であることを自覚し、利用者が快適に施設を利用できるよう適正な運営、サービ

スの提供に努めることとし、江田島市児童館の設置及び管理条例（平成１６年江田島市条例

第１０３号）及び江田島市児童館管理運営規則（平成１６年江田島市規則第７１号）に基づ

く管理を行うこと。 

イ 児童の発達段階、運動能力、興味、関心等に配慮し、対応すること。 

ウ 各教室、イベント等は、常に利用者のニーズを把握し、時代に即した事業を提案し、発注

者と協議の上、実施すること。 

エ 職員のスキルアップのための講座への参加及び資格の取得に係る支援を行うこと。 

  オ 各教室等に係る参加費用は、材料費等の実費弁償相当額のみ徴収し、それ以外の費用は、

参加者に負担させないこと。 

  カ 児童館が最大限有効活用されるよう利用促進に努めるとともに、毎年利用する児童と保護

者に対し意見聴取を行うほか、意見の反映状況等をフィードバックする機会を設けること。 

  キ 江田島市ホームページ、広報えたじま等を活用するほか、毎月、児童館のイベント内容を

周知するチラシ等を発行し、積極的に事業のＰＲや情報提供を行うこと。 

  ク 施設内外での利用者の安全に配慮し、事故防止に努めること。 

ケ 市内の認定こども園、学校、子育て世代包括支援センター等と連携を図り、市の児童福祉

向上に努めること。 

  コ 地域組織、団体、住民等と連携を図り、地域に根差す運営に努めること。 

 (２) 施設関係 

  ア 施設、設備、備品等の点検を定期的に行い、品質を確保すること。 

  イ 屋内及び屋外の遊具を適正に管理するとともに、事故や怪我につながる破損を未然に把握

し、速やかに使用の中止措置等を採ること。 

  ウ 日常的に施設内外における清掃、害虫駆除等を行うこと。 

  エ 児童館の敷地の除草は、年３回以上実施するものとし、児童館の運営及び児童の外遊びに

必要な範囲の環境維持に努めること。 

  オ 事業等の実施に当たり、施設、設備等に破損、汚損等を与えないようにし、実施後は、原

状復帰すること。 

  カ 入退館時には、施錠を実施するとともに、鍵の管理を徹底すること。 

  キ 環境に配慮し、省資源及び省エネルギーを心掛けるとともに、児童館の敷地周辺の環境保

全に努めること。 
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４ 遵守事項 

  児童館の運営に当たっては、本仕様書に定めるもののほか、子ども・子育て関係法令、次の関

係基準等を遵守すること。なお、本業務期間中に法令の改正、関係通知等があった場合はそれに

準ずることとし、その対応方針及び対応時期について、必要に応じて発注者と協議すること。 

 (１) 児童館の設置運営について（平成２４年５月１５日厚生労働省発雇児第５号厚生事務次官

通知） 

 (２) 児童館ガイドライン（令和６年１２月３日こ成環第300号こども家庭庁成育局長通知） 

 (３) 児童福祉法に基づく児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成２４年

広島県条例第３号。以下「県条例」という。） 

 (４) 江田島市児童館設置及び管理条例（平成１６年江田島市条例第１０３号） 

 (５) 江田島市児童館管理運営規則（平成１６年江田島市規則第７１号） 

 

５ 職員について 

 (１) 県条例第５３条に規定する「児童の遊びを指導する者」として、児童厚生員を常時２人以

上配置すること。 

 (２) 児童厚生員のうち１人を、業務遂行上の児童館運営責任者と定め、防火管理者として選任

すること。 

 (３) 児童館運営責任者は、必要に応じて、地域、関係団体等の会議に出席し、利用児童だけで

なく、保護者及び地域の意見要望に耳を傾けるとともに、当該意見要望を江田島市の関係部

署等につなぐこと。 

 (４) 学校設置者等及び民間教育保育など事業者等による児童対象性暴力等の防止等のための措

置に関する法律（令和６年法律第６９号）に基づく 「こども性暴力防止法関連システム」（仮

称）により、従事者の犯罪事実確認を行い、事実を確認した場合は、業務に従事させないこ

と。 

 (５) 事業等において、増員が必要な場合は、業務に支障のない職員体制を配置すること。また、

大規模事業等においても、職員及びボランティアのみでの運営が行えるよう計画すること。 
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別紙１ 

 

１ 放課後児童クラブ運営業務（令和８年４月１日時点） 

NO． 施設名 定員 
登録

人数 

支援員数 

（就業時間/週） 
所在地、電話番号 

受入対象

小学校 
実施場所 

20時間

未満 

20時間 

以上 

１ 
江田島第１

児童クラブ 
45 20 

3 5 

広島県江田島市 

江田島町中央四丁目18番1号 

0823-42-5858 

江田島 
江田島 

小学校内 
２ 

江田島第２

児童クラブ 
41 42 

３ 
切串児童 

クラブ 
21 19 1 2 

広島県江田島市 

江田島町切串一丁目11番2号 

090-1683-4211 

切串 
切串 

小学校内 

４ 
中町児童 

クラブ 
29 32 4 2 

広島県江田島市 

能美町中町4972番地1 

0823-45-0021 
中町 

中町 

児童館 

５ 
高田児童 

クラブ 
30 0 0 0 

広島県江田島市 

能美町高田3478番地 

0823-45-4198 

高田交流 

プラザ内 

６ 
鹿川児童 

クラブ 
45 27 2 3 

広島県江田島市 

能美町鹿川2788番地 

080-2907-0715 

鹿川 
鹿川 

小学校内 

７ 
三高児童 

クラブ 
45 13 3 1 

広島県江田島市 

沖美町三吉2613番地 

0823-47-0081 

三高 
三高 

小学校内 

８ 
大古児童 

クラブ 
45 51 3 3 

広島県江田島市 

大柿町大原1270番地1 

080-5610-7516 

大古 
大古 

小学校内 

※江田島第１・第２児童クラブの支援員は両クラブを兼務 

※高田児童クラブは、現在休所中 

 

２ 児童館運営業務 

施設名 定員 
登録

人数 

支援

員数 
所在地、電話番号 

受入対象

小学校 
実施場所 

中町児童館 ― ― 併任6 

広島県江田島市 

能美町中町4972番地1 

0823-45-0021 

― 中町児童館 

※利用者の状況に応じて変動することがある。 
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別紙２  

 

 

１ 特別警報が発令された場合も休所となります。(学校休業日であっても休所となります)

２ 警報解除とともに通常の扱いとしますが、休校(閉所)は１日を想定しています(途中で開所は無いが、変更があった場合には、LINEを配信する。)

３ 学校休業中の警報等発令は開所しますが、学校登校日の警報等発令は学校の判断に合わせ、放課後の開閉所が決定します。

４ 学校休業中の警報等発令時は、集団等登下校及びバス行き帰りはできないため、必ず保護者による送迎を行ってください。

５ 学校休業中は警報等発令時でも開所しますが、保護者の送迎が必要で、登所が確認できない場合には所在確認を行うことがあります。

６ 開所後又は放課後に警報等が発令されている場合には放課後児童クラブでの待機となります。(学校の判断で学校待機となることもあります)

７ 特別警報等により放課後児童クラブを閉所する場合には、保護者に直接連絡し迎えの依頼を行うことがあります。

８ 児童に危険が及ぶ可能性があると判断した場合または、災害等が発生している場合には、警報等の発令に関わらず変更する場合があります。

警報及び特別警報発令等の対応について

児童のみでの外出禁止（自宅

待機またはクラブ待機）

○外出する前に、警報の有無

を確認してください。

○警報発令中は、児童だけで

外出させないでください。

○教育委員会は、江田島市公

式LINEによりLINEを送信します。

○警報発令中は、必ず保護者

による送迎が必要です。バスは

使えません。

○児童の所在の確認をするた

めに、保護者に電話連絡をする

ことがあります。

○特別警報が発令された場合

は、閉所に向け保護者に連絡

をします。

開所

までに

開所中

クラブ待機

○警報発令中は、児童のみで

外出できません。

○教育委員会は、江田島市公

式LINEによりLINEを送信します。

○クラブから保護者へ送迎の連

絡をします。

○児童は、保護者の送迎があ

るまで、クラブ内で待機します。

○特別警報が発令された場合

は、クラブ活動中であっても閉

所に向け保護者に送迎の連絡

をします。

警報あり

警報なし

【学校長期休業日】

警報の有無にかかわらず、

児童クラブは開所します。

【学校登校日】

学校の判断に合わせ、放課後の

開閉所が決定します。

朝

６時の

時点

警報なし

小学校休校

○教育委員会は、江田

島市公式LINEにより休校

のLINEを送信します。

児童のみでの外出禁止

〇児童クラブも閉所とな

ります。

※江田島市公式LINEに

記載がなくても閉所です。

通常どおり登校

放課後

開所

警報あり

警報なし

通常下校

保護者による送迎

○警報時・・・保護者は、天候を見ながら、都合の良い時に、児童を迎えに来てください。

（18時までの都合の良い時間）

○特別警報発令中・・・クラブ活動中であっても閉所となるため、就労等の時間を調整し、至

急児童を迎えに来てください。（遅れれば悪天候となることを想定しています）

クラブ待機

○警報発令中は、児童のみで外出できません。

○学校が天候の悪化や災害等の予測をした場合、学校からの

連絡により、学校待機（クラブ待機無し）から直接保護者迎えと

なることもあります。

○教育委員会は、江田島市公式LINEによりLINEを送信します。

○クラブから保護者へ迎えの連絡をします。

○児童は、保護者迎えがあるまで、クラブ内で待機します。

○特別警報が発令された場合は、クラブ活動中であっても閉所

に向け保護者に送迎の連絡をします。

下校指示後も

学校待機

○児童クラブ

職員の配置が

完了していな

い場合に、学

校待機とし、開

所後に移動す

る。（学校判

断）

通常

下校

※春・夏・冬休みのみで、

学校の臨時休業や学校閉

鎖等は除く

警
報
あ
り

警
報
あ
り

警
報
あ
り

警
報
な
し

警
報
な
し

特
別
警
報
発
令
中

開
所
前
：
一
日
休
所

開
所
後
：
休
所
の
連
絡
実
施

保
護
者
迎
え

特別警報発令

特
別
警
報
発
令

特
別
警
報
発
令
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別紙３ 

 

放課後児童クラブ業務分担区分等一覧 
１ 業務分担区分 

項目 業務内容 市 受注者 

事業全般 事業運営の統括 〇  

児童の利用状況等の管理  〇 

児童台帳の作成、管理  〇 

支援日誌の作成  〇 

児童の健康管理  〇 

保護者との連絡調整  〇 

学校、地域、その他関係機関との連絡調整  〇 

児童の欠席確認・連絡  〇 

児童の通所補助・交通安全指導  〇 

年間計画及び月間計画の作成  〇 

入所説明会の開催  〇 

入所申請書等の受付  〇 

各種様式、書類の配布  〇 

見学・実習・職場体験学習等の受入  〇 

入所審査等 入所審査 〇  

入所決定通知 〇  

当初入所申請データ入力 〇  

保護者負担金 保護者負担金の決定 〇  

保護者負担金の収納管理 〇  

保護者負担金の滞納整理 〇  

支援員等 支援員等の募集、採用、配置  〇 

支援員等の勤務状況管理  〇 

給与等の支払い及び年末調整業務  〇 

支援員等の研修会の実施  〇 

支援員等の健康管理、健康診断の実施  〇 

支援員資格取得に係る研修への参加  〇 

施設管理 施設内の日常的な除草・清掃  〇 

施設・整備の日常点検  〇 

市有建築物定期点検 〇  

安全管理 食中毒及び感染症予防、発生時の対応  〇 

非常災害対策マニュアルの作成  〇 

避難及び消火訓練の実施  〇 

災害及び事故発生時の対応 〇 〇 

重大事故発生時の対応 〇 〇 

苦情 苦情対応  〇 

計画･資料の作成 子ども・子育て支援交付金の申請及び実績報告 〇  

子ども・子育て支援交付金の申請及び実績報告に要す

る各種資料（事業運営に係るもの）の作成 
 〇 

年間事業計画の作成  〇 

計画・資料の確認・指摘 〇  

上記以外の事項  協議事項 
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２ 費用負担 

項目 業務内容 市 受注者 

給与 支援員・補助員・事務局等の給料等  〇 

旅費 研修旅費、出張旅費等  〇 

需用費 消耗品費  〇 

医薬材料費  〇 

食糧費（熱中症対策等）  〇 

教材費、図書購入費  〇 

光熱水費 〇  

資料印刷等  〇 

電話・通信・ファックス料金 〇  

修繕料 施設整備、備品修繕 

※金額については庁内事例を参考に今後協議する※） 
 〇 

施設整備、備品修繕 

※金額については庁内事例を参考に今後協議する※） 
〇  

管理上の過失に係る損害の修繕  〇 

委託料 保守点検、警備、清掃（日常的なものを除く。） 〇  

報償費 研修会の講師謝礼等  〇 

保険料 支援員等の社会保険料  〇 

 児童の損害保険  〇 

 賠償責任保険  〇 

上記以外の費用  協議事項 

 ※上記に記載されない業務内容は、別途協議する。 

※放課後児童クラブの整備状況により費用負担が変更となる場合は、別途協議する。 
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 別紙４ 

 

児童館業務分担等一覧 

１ 業務分担区分 

項目 業務内容 市 受注者 

事業全般 事業運営の総括 〇 〇 

利用者利用受付、受付簿の管理  〇 

利用者の利用状況の管理  〇 

児童館利用申請の受付・許可 〇 〇 

年間事業計画の作成（行事）  〇 

事業の運営開催  〇 

安全な遊びの指導及び補助  〇 

子育て親子の交流及び交流の促進  〇 

気軽にかつ自由に交流できる場の提供  〇 

年齢に合わせた遊具、備品などの提供  〇 

安全に関する注意力や危険回避能力等の指導  〇 

児童の自主性、社会性及び創造性形成のための支援  〇 

障害児童の利用における利用者との交流  〇 

利用者が相互に支障を及ぼさないための支援  〇 

子育てに対する不安や悩みを抱える保護者からの相談

受付、対応、及び関係機関への引継ぎ 
 〇 

不安や悩みを抱える児童からの相談対応と居場所づく

り 
 〇 

関係機関との連絡調整 〇 〇 

各種ボランティアとの連携  〇 

児童館だよりの発行（年３回及び随時）  〇 

ホームページ・広報等への情報掲載 〇 〇 

使用の許可 〇  

使用料の徴収及び納入  〇 

使用料の収納管理 〇  

職員等 児童厚生員及び補助員の募集、採用、配置  〇 

児童厚生員及び補助員の勤務状況管理  〇 

児童厚生員・補助員の研修会の実施  〇 

児童厚生員・補助員の健康管理  〇 

施設管理 入退館時の施錠等、鍵の管理  〇 

施設内外の日常的かつ軽微な清掃・害虫駆除、除草等  〇 

施設・設備・備品・遊具等の日常点検  〇 

市有建築物・設備等の定期点検 〇 〇 

安全管理 緊急時対応マニュアルの作成  〇 

避難及び消火訓練の実施  〇 

災害及び事故発生時の対応 〇 〇 

重大事故発生時の対応 〇 〇 

苦情 苦情対応  〇 

上記以外の事項  協議事項 
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２ 費用負担 

項目 業務内容 市 受注者 

給与 児童厚生員、補助員、事務局職員等の給料等  〇 

旅費 研修旅費、出張旅費等  〇 

需用費 消耗品費  〇 

医薬材料費  〇 

備品購入費  〇 

教材費及び図書購入費  〇 

光熱水費 〇  

電話料金 〇  

コピー機印刷費  〇 

修繕料 簡易な修繕 

※金額については庁内事例を参考に今後協議する※） 
 〇 

大規模な修繕 

※金額については庁内事例を参考に今後協議する※） 
〇  

委託料 保守点検、エレベーター保守、床ワックス清掃、窓ガ

ラス清掃、一般廃棄物処理 
〇  

除草（年３回程度）  〇 

報償費 研修会の講師謝礼等  〇 

保険料 利用者の損害保険料  〇 

 賠償責任保険  〇 

負担金 児童館運営協議会負担金 〇  

上記以外の費用  協議事項 

※上記に記載されない業務内容は、別途協議する。 

※児童館の整備状況により費用負担が変更となる場合は、別途協議する。 
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別紙５ 

 

警報発令時の児童館の開館について 

 

 警報発令時の開館の判断については、次のとおりとする。 

 

１ 台風、大雨等で午前６時に警報が発令された場合 

  午前６時の時点で１つでも警報が出ている場合は、その日１日を休館とする。 

  午前６時以降に警報が解除となっても休館とする。（小学校の休校と同じ扱いとする。） 

 

２ 午前６時以降に警報が発令された場合 

  午前６時以降、午前８時までに警報が発令された場合は午前８時３０分から午後１時までを休

館とする。 

  正午の時点で警報が発令されている場合は、午後１時から午後５時までを休館とする。 

 

３ 開館後、警報が発令された場合 

(１) 警報が発令された時点で来館している児童（児童クラブを利用している児童以外）がいる

場合は、保護者に連絡を取り、閉館時間までのお迎えを依頼すること。こどもだけで帰らせ

ないこと。 

(２) 警報が発令された時点で来館している児童がいない場合は、そのまま閉館時間まで開館す

ること。その間、来館した児童がいた場合は、預かり、保護者に連絡を取り、閉館時間まで

のお迎えを依頼すること。こどもだけで帰らせないこと。 

 

４ その他 

  １から３の内容については、長期休暇中（夏休み等）も同様の取扱いとする。 
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江田島市放課後児童クラブ・中町児童館における会計年度任用職員の雇用状況等 

施設名称 江田島市放課後児童クラブ・中町児童館 

雇用形態・人数 

３２人（パートタイム） 

・うち主任放課後児童支援員 ２人 

・うち放課後児童支援員  ２２人 

・うち放課後児童補助員   ８人 

（うち児童厚生員 32 人併任） 

※長期休暇中は増員あり。 

資格所有者の内訳 放課後児童支援員認定資格研修修了者 ２４人 

経験年数 

（※会計年度制度開始から） 

１年以上 ３年未満 １０人（うち支援員 3人、補助員 7人） 

３年以上 ５年未満  ４人（うち支援員 4人） 

５年以上１０年未満 １８人（うち主任 2人、支援員 16 人） 

※制度開始前からの経験あり 

勤務時間 

１３：００～１８：００ 

※中町児童館 

 開館時間は 8:30 から 17:00 まで 

※中町児童クラブ 

 平日は 18:30 まで延長可能 

 毎土曜日、夏休み等の長期休暇、学校代休日等は 8:00 から

18:00 まで 

※その他の児童クラブ 

 夏休み等の長期休暇、学校代休日、土曜日（月１回程度）は 

8:00 から 18:00 まで 

基本給（時給、月給） 

勤務年数に応じて変動あり。地域手当含む。 

・主任放課後児童支援員 

 １,５７０円/時間～１,６１６円/時間 

・放課後児童支援員 

 １,３９８円/時間～１,４６５円/時間 

・放課後児童補助員、児童厚生員 

 １,３０８円/時間～１,３７６円/時間 

ボーナスの有無 

（年間支給額） 
無し 

福利厚生 

・年次有給休暇 

・通勤手当 

・雇用保険 

・社会保険 

・健康診断 

※ 正規職員を除きます。 

※ 基本給及び期末・勤勉手当の金額については、江田島市会計年度任用職員の給与、旅費及び費

用弁償に関する条例 （令和元年江田島市条例第２８号）、江田島市会計年度任用職員の給与及び費

用弁償に関する規則（令和２年江田島市規則第２号）によります。 

 

 

参考資料２ 
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江田島市放課後児童クラブ・中町児童館平面図 

 

 

①江田島第１・第２児童クラブ（江田島小学校内） 
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②切串児童クラブ（切串小学校内） 
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③高田児童クラブ（高田交流プラザ内） ※休所中 
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④鹿川児童クラブ（鹿川小学校内） 
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⑤三高児童クラブ（三高小学校内） 
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⑥大古児童クラブ（大古小学校内） 
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⑦中町児童クラブ・中町児童館その１ 
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⑥中町児童クラブ・中町児童館その２ 

 

 
 

 

 
 


